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1. 研究課題 

我々はハイドロゲルをフイルム状に成型した膜（ハイドロメンブラン）によって植物と養液ある

いは土壌を隔離して栽培するという新しい技術（ハイメック）を開発した。本技術の特徴はハイド

ロメンブランの選択吸収性を利用して水分、栄養素などは吸収するものの、細菌、ウイルスは排除

でき、養液、土壌からの病原菌汚染を、農薬などを使用せずに防止できることである。更に、ハイ

ドロメンブラン中の水は結合水で吸収しにくいために植物は糖、アミノ酸を大量に合成し浸透圧を

高めて水分を吸う。即ち、このフイルム農法によって安全、安心、高栄養価農産物の低コスト生産

が可能になる。我々はこの技術によって、農家が抱える諸問題（高齢化、収益性の低さなど）を少

しでも解決し、農業の再生を計ろうとしている。 

 

2. 主な研究成果 

 今年度は、東日本大震災の被災農

地にフイルム農法を導入した。岩手

県陸前高田市は津波で壊滅的な被害

を受け、市街地が全滅、農地も 383

ヘクタールが被災した。水田の被災

は作付面積の７割に及び、津波で海

水が入った水田の復旧は除塩などが

必要で容易ではない。 

一方、フイルム農法では止水シー

ト (Water proof sheet) で大地と隔

離して栽培区画を設けるため、土壌

の塩害を受けることがない（図１）。 

陸前高田市は、営農拠点整備地

区の浜田川地区で 10 戸の被災農

地約２ヘクタールを借り、被災地

域農業復興総合支援事業（復興交

付金事業）で全建設費を賄い、

4,000ｍ2 の軽量鉄骨ハウス４棟を

建設した（図２）。 
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この「陸前高田市大規模園芸施設」の内３棟（12,000ｍ2）にフイルム農法が導入され、トマトの

栽培が開始された（図３）。栽培は JA出資法人の JAおおふなとアグリサービスが実施し、陸前高

田市と JAおおふなとは、この施設を東日本大震災の被災農家の雇用と新規就農者の研修の場とし、

復興のモデルにしていこうと計画している。 
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